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（１）事業の目的

・帯広・広尾自動車道は、帯広市を起点とし、中札内村、更別村、大樹町を経由して広尾町に至る延長
約８０ｋｍの自動車専用道路。

・中札内大樹道路は、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、重要港湾十
勝港等への物流効率化の支援及び地域の活性化等を目的とした、中札内インターチェンジから
忠類大樹インターチェンジに至る延長２３．２ｋｍの事業。

１．事業の概要

■位置図 ■事業概要図
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（２）計画の概要

１．事業の概要
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■横断図

（単位：ｍ）

①起点 ‥‥北海道河西郡中札内村字協和

終点 ‥‥北海道広尾郡大樹町北４線

②計画延長‥‥２３．２ｋｍ

③幅員 ‥‥１３．５ｍ

④構造規格‥‥１種３級

⑤設計速度‥‥８０ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥２車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

ほっかいどう かさい なかさつない きょうわ

ほっかいどう ひろお たいき



１．事業の概要
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（３）経緯

■開通後

H27.3.15
更別～忠類大樹
開通16.7km
事業完了

H25.3.17
中札内～更別
開通6.5km

事後評価事業化

工事着手

用地補償着手
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（１）事業周辺地域の状況

２．社会経済情勢の変化
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平成２３年 ３月
帯広空港 帯広-東京線の２社
乗り入れ（ダブルトラッキング化）

平成 ７年
大樹町多目的航空公園整備

平成２０年
ＪＡＸＡ大樹航空宇宙実験場整備

平成２６年５月
宇宙交流センターＳＯＲＡ開設

平成３０年４月
宇宙交流センターＳＯＲＡ
リニューアルオープン

令和 元年５月
日本での民間企業初の観測
ロケット「ＭＯＭＯ」打ち上げ成功

平成１６年度
十勝港内港地区国際物流
ターミナル整備事業：
大深度岸壁（-13.0m）
暫定供用開始

平成２３年４月
配合飼料コンビナートが
本格始動

令和９年度
十勝港内港地区国際物流
ターミナルオープン予定

帯広・広尾自動車道
平成１５年３月
帯広JCT～帯広川西IC開通
平成１８年３月
帯広川西IC～幸福IC開通
平成２０年１１月
幸福IC～中札内IC開通
平成２５年３月
中札内IC～更別IC開通
平成２7年３月
更別IC～忠類大樹IC開通
平成２８年度
忠類大樹IC～豊似IC（仮称）新規事業化

写真：帯広開発建設部

北海道横断自動車道 釧路線
平成 ７年～平成２８年
千歳恵庭JCT～阿寒IC開通

写真：ＮＥＸＣＯ東日本

北海道横断自動車道 網走線
平成１５年～平成２９年
本別JCT～足寄IC、
陸別小利別～北見西IC開通

写真：釧路開発建設部

写真：大樹町

日高自動車道
平成１０年～平成３０年
苫小牧東IC～日高厚賀IC開通

写真：室蘭開発建設部

平成18年2月
幕別町・忠類村が合併
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・当該事業区間の整備後における自動車交通量は、現道と当該道路を合わせて５，９３７台／日

・整備前後の旅行速度を比較すると、現道では４５．１ｋｍ／ｈから４５．７ｋｍ／ｈ、当該道路では

８４．４ｋｍ／ｈとなっており走行性が向上

※整備前はH22調査
※整備後はH27調査

【整備前後の交通量及び旅行速度】

5,937

出典：全国道路・街路交通情勢調査

（１）交通量及び旅行速度の状況

３．事業の効果の発現状況



8

（２）交通事故の状況

３．事業の効果の発現状況
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・当該事業区間の整備前後の事故率を比べると、整備前は１９．４件／億台ｋｍであったのに対し、整備
後は現道が３．２件／億台ｋｍ、当該道路が３．０件／億台ｋｍと減少

【整備前後の事故率】

出典：帯広開発建設部調べ

※整備前はH22～H24平均
※整備後はH27～H29平均

現道

現道
中札内大樹

道路



（３）事業効果の確認
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３．事業の効果の発現状況

事後評価にて確認した主な整備効果

・重要港湾十勝港の利便性向上（物流の効率化）

・救急搬送・地域医療の安定性向上

・日常活動圏中心都市の帯広市への利便性向上

・観光地への利便性向上
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動植物性製造飼肥料 とうもろこし

十勝

195千トン

25.5%

オホーツク

133千トン

17.4%空知

60千トン

7.8%

上川

46千トン

6.0%

その他道内

38千トン

4.9%

道外

294千トン

38.4%

【小麦の収穫量全国シェア】

出典：北海道港湾統計年報

出典：農林水産統計公表資料

（４）重要港湾十勝港の利便性向上（物流の効率化）

【十勝港における
配合飼料輸移入量推移】

全国
一位

化学肥料

140千トン

16.1%

セメント

98千トン

11.2%

石炭

73千トン

8.4%

砂利・砂

72千トン

8.3%

その他

106千トン

12.2%

動植物性製造

飼肥料

178千トン

20.5%

とうもろこし

204千トン

23.4%

総取扱量の
約４割

H29年
十勝港

取扱貨物量
（輸移入）

87万ｔ

【十勝港の品目別輸移入量割合】

H30年産

全国

小麦収穫量

約765千ｔ

■地域の声（R1.8 小麦保管業者職員）
・十勝全域から十勝港の巨大なサイロに、大量の小麦を半年以上にわたり
搬入します。近年、効率性向上のため車両の大型化が進んでおり、より
円滑かつ安全な輸送が課題となっていました。高規格道路を利用するこ
とでスケジュールが守られ、小麦の安定輸送のみならずサイロでの作業
の効率化にも結びついています。

■地域の声（R2.1 飼料製造業者職員）
・忠類大樹ICまで開通したことにより、飼料の十勝等各地域への輸送利
便性が高まり、輸移入量の増加に寄与しています。

・北海道の肉牛は全国一のシェアを誇り、うち十勝地域はブランド肉牛登録数が多い。十勝港に輸移入さ
れる配合飼料は民間投資を契機に増加しており、農場への輸送利便性が求められている。

・また、十勝の小麦は全国一の収穫量を誇り、重要港湾十勝港等より全国各地に出荷。
・当該道路の整備により、周辺地域と十勝港の連携が強化され物流の効率化及び利便性が向上。

出典：H29北海道港湾統計

H27.3
全線開通

H25.3
中札内IC～

更別IC間開通

海外から原料輸入

【十勝港～十勝地域の小麦・飼料物流状況】

飼料コンビナート
十勝港広域小麦流通センター

写真：農協サイロ(株)

【小麦】
十勝地域

H30年度入庫量

7.6万ｔ

写真：帯広開発建設部

写真：帯広開発建設部

十勝地域

十勝港

出典：ホクレン帯広支所（小麦）、帯広開発建設部（飼料） 10

H23.4 配合飼料
コンビナート
本格始動

写真：広尾町

全国各地へ出荷

出典：H30畜産統計

【全道のブランド肉牛登録数】

３．事業の効果の発現状況

十勝地域より
多くのブランド
肉牛が登録

輸送ルート
小麦
飼料

出典：公益財団法人日本食肉消費総合センター他

H29/H20
約4倍増

北海道

525千頭

20.9%

鹿児島

329千頭

13.1%

宮崎

245千頭

9.7%

熊本, 127千頭, 

5.1%

栃木, 82千頭, 

3.2%

その他府県

1,207千頭

48.0%

【肉牛の全国シェア】

H30年

全国肉牛

飼養頭数

251万頭

全国
一位

(3)

(10)

(4)

(9)

(6)

(9)

※（ ）内の数値は種類数
（旗上げ含む）

※国産若牛とは、
国産牛肉の
約３割を占める
若いホルスタイン

士幌町：肉牛（国産若牛）飼養頭数全国一位
(2)飼料輸送状況

小麦輸送状況



帯広市

帯広市

346件

98%

その他, 6件, 2%

284 276
302
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（件）

（年）

帯広市へ

1,932人

40.8%

自町村・

その他へ

2,805人

59.2%

■地域の声（R1.9 大樹消防署）
・開通後、搬送時間が短縮されたため、厚生
病院など帯広市内の病院に直接搬送する
ケースが増えました。

・帯広市内に搬送する場合は、100％高規格
道路を走行しています。現道より振動や
カーブの少ない当該道路を利用することに
より、患者への負担が軽減されますし、救
急車内での容体の確実で正確なモニタリン
グが可能になります。

■地域の声（R1.9 広尾町役場職員）
・国保病院は診療科目が限られており、診療
日が毎日ではないため多くの住民が遠く帯
広市に通院しています。高規格道路のおか
げで帯広市への通院において、心理的にも
肉体的にも楽になりました。 11

（５）救急搬送・地域医療の安定性向上

３．事業の効果の発現状況

【十勝南部地域における帯広市への救急搬送依存状況】

出典：各医療施設ＨＰ
医療施設調査（H29.10）
北海道医療計画（H30～H35）
搬送件数：帯広開発建設部

広尾町国民健康保険病院
診療科目：９

大樹町立
国民健康保険病院

診療科目：７

更別村
国民健康保険診療所

診療科目：２

医療施設：219施設

うち救急告示病院
22施設

帯広市

大樹町
111件

更別村
71件

写真：帯広開発建設部

救急搬送状況

所要時間
広尾町～

JA帯広厚生病院
開通前：96分（H22）
開通後：82分（H27）

（14分短縮）

【十勝南部地域から帯広市への
通院者数（1カ月あたり）】

出典：更別村、大樹町、広尾町

・十勝南部地域では、救急搬送や通院において多様な診療科目を有する医療機関が集積している帯広市
に依存しており、年間300件を超える救急搬送や月間約2千人もの通院を帯広市で担っている。

・当該道路の整備により、搬送時間が短縮し、帯広市への救急搬送が増加するなど、救急医療及び地域
医療の安定性向上に貢献。

【十勝南部地域から帯広市への搬送件数】

出典：帯広開発建設部

H27.3 全線開通

十勝南部の
国民健康保険病院

・診療科目が少なく、
診療日も限定

H30.11移転新築
・最新PET/CT導入
・人間ドック等受診システム改善
・個室病室増室：3倍（300室）
・駐車台数拡張：1.4倍（887台）

出典：全国道路・街路交通情勢調査

開通後、帯広市への
救急搬送が増加

【十勝南部地域の救急搬送
における帯広市への依存度】

※自町村、不明を除く

H30年
３町村１ヶ月

あたり

通院者数

4,737人
約2千人
約4割

出典：帯広開発建設部

大部分が
帯広市へ

搬送
H29

南十勝
地域からの
救急搬送

352件

対象：更別村、大樹町、広尾町

対象：更別村、大樹町、広尾町

ＪＡ帯広厚生病院
（第３次医療施設）

診療科目：２４

救急搬送・通院ルート

開通前

開通後

帯広市への

搬送件数

（H29）

帯広北斗病院
（第２次救急医療施設）

診療科目：２９

広尾町
164件



帯広市
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（６）日常活動圏中心都市の帯広市への利便性向上

３．事業の効果の発現状況

・当該道路は、十勝南部地域の住民の通学、買い物等の日常生活において、中核都市の帯広市に依存。
・当該道路の整備により、帯広市と十勝南部地域間の所要時間が短縮し、帯広市への1時間カバー圏人口
の増加や通学割合の増加など、住民生活の利便性向上に寄与。

【十勝南部地域から帯広市への１時間カバー圏】

帯広市

十勝南部

大樹町

広尾町

【十勝南部地域における帯広市
１時間カバー圏人口の変化】

対象：更別村、大樹町、広尾町
出典：H22・H27国勢調査

H22・H27全国街路・道路交通情勢調査

H27.3 全線開通

4千人
以上の
増加

凡例
1時間カバー圏

開通前
開通後

人 口：169,327人
公 共 施 設：8箇所
学 校：72校
病 院：19施設
社会福祉施設数：114箇所
大規模小売店舗：48店
事業所数（従業員50人以上）

：207箇所

■地域の声（R1.8 大樹町住民）

・実家が帯広市内にあること

もあり、買い物や子供の送

迎など日常の生活において

頻繁に帯広市間を自家用車

で往復しています。開通後

は、時間短縮はもちろんで

すが、安全面からも高規格

道路を必ず利用するように

しています。特に冬などは

以前より気楽に帯広市に行

けるようになりました。

【全通学者のうち帯広市への
通学割合の変化】

約5％増加

H27.3 全線開通

12

写真：帯広開発建設部

大規模小売店舗（H28年開業）

更別村

【十勝南部地域から
帯広市への依存状況】

更別村、大樹町、広尾町の平均値、
不明を除く
出典：H22・H27国勢調査

出典：H21北海道広域商圏動向調査、
H27国勢調査

所要時間
大樹町～帯広市

開通前：67分（H22）
開通後：56分（H27）

（11分短縮）

出典：全国道路・街路交通情勢調査

16.1%

55.1%

13.0%

10.7%

70.9%

34.1%

通学

買い物

0.0% 50.0% 100.0%

帯広市 その他市町村 自町村

更別村、大樹町、広尾町の平均値
※不明を除く

【中山間地域における道の駅等を拠点とした
自動運転サービスとの連携】

高齢化が進行する生産空間において人流・物流を確保するため、道の
駅「コスモール大樹」を拠点とした自動運転サービス実証実験をH29年
度より実施。
R1年度：拠点における地域交通との接続連携を目的とした都市間快速
バス実験を実施。当該道路を利用するルートを採用。

学生から高齢者まで幅広い
年代の利用を確認
⇒十勝南部地域の「生活の
足」として有効に機能

出典：道の駅「コスモール大樹」を拠点とした自動運転サービス
第6回地域実験協議会資料

コスモール大樹

（百人）

買い物は半数以上
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■地域の声（R1.9 観光バス運行会社職員、道の駅職員）
・これまで十勝観光は中札内以北の地域が主体でした。しかし、高規格道路が延
伸し、またロケット打上成功の影響もあり、新たな観光商品が企画販売される
ようになりました。十勝全域を視野においた商品の開発を考えています。

・開通後、当道の駅に立ち寄るお客様が増えています。特にロケット打上前後な
どは商品が欠品するほどです。これは、高規格道路整備により札幌方面や帯広
から来やすくなったことが一因と考えています。 13

（７）観光地への利便性向上

３．事業の効果の発現状況

【大樹、広尾２町の日帰観光客数の変化】

出典：各バス会社ＨＰ、大樹町企画商工課

至
札幌市
（発着）

ロケット
発射場

大森
ガーデン

紫竹ガーデン

中札内美術村

出典：北海道観光入込客数調査

【道の駅コスモール大樹の来場者数の変化】

出典：大樹町商工会

H27.3 全線開通

H27.3 全線開通

帯広市内
（発着）

なかさつない

さらべつ

忠類

コスモール大樹

おとふけ十勝川
温泉

（宿泊）
約2割増加

約6割増加

R元年度 計約７千人が来場

写真：帯広開発建設部

【民間ロケット打ち上げ一般観覧状況】

全写真：帯広開発建設部

【大樹町多目的航空公園】

＜主要施設＞
・1000m滑走路
・飛行管制棟
・気象観測施設
・大型格納庫
・JAXA大樹航空宇宙

実験場
・大樹町宇宙交流セン

ターSORA
写真・出典：
大樹町企画商工課航空宇宙推進室

【大樹町～帯広市間の
所要時間の差】

出典：全国道路・街路交通情勢調査

H27.3 全線開通

11分短縮

大森ガーデン

中札内美術村

道の駅
コスモール大樹

【当該路線を利用する観光ツアールートの一例】

※令和元年５月
・ロケット発射場にて民間ロケット

打ち上げ
・国内初の宇宙空間到達に成功

・当該道路周辺では、道の駅をはじめ植物園等の観光施設や航空公園が立地しており、観光ツアーが組
まれるなど観光振興が盛んな地域が多く存在。

・当該道路の整備により、移動時間の短縮が図られたことで日帰り観光の選択肢が広がり、日帰り観光客
が約2割増加したとともに近隣の「道の駅」への来場者が約6割増加するなど観光の活性化に寄与。



４．費用対効果分析の要因の変化

（１）計画時との比較

14
※計画交通量は、R12将来交通量の推計値

Ｈ１６再評価時点
（計画時）

Ｒ１事後評価時点
備考

（計画時からの主な変更点）

事業諸元 Ｌ＝２２．０ｋｍ Ｌ＝２３．２ｋｍ ・忠類ＩＣ設置に伴う線形変更による延長増（H21再評価）

計画交通量
６，８００～

７，１００台/日
４，３００～

５，６００台/日

・将来交通需要推計の見直し
H16再評価時：H11全国道路・街路交通情勢調査（フルネット）
R1事後評価時：H22全国道路・街路交通情勢調査（既事業ネット）

事業完了年度 平成２５年度 平成２６年度
・忠類ＩＣ新設及びルート部分変更による事業完了年度変更（H21
再評価）

総事業費 約２７６億円 約４５０億円

・忠類ＩＣ新設及びルート部分変更による総事業費の増（H21再評
価）
・排水性舗装採用及び道路附属物・函渠工・排水工・環境対策追
加による増（H21再評価）
・土砂運搬計画及び縦断勾配見直しによる減（H24再評価）
・不良土対策工及び舗装工・土工計画見直しによる増（H25再評
価）

総費用
Ｃ

約２５４億円
（基準年Ｈ１６）

約６９１億円
（基準年Ｒ１）

※・総費用は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）
したもの

・「費用便益分析マニュアル」改訂（平成30年）による、
時間価値原単位の見直し

総便益
Ｂ

約４０３億円
（基準年Ｈ１６）

約７３７億円
（基準年Ｒ１）

※・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）
したもの

・「費用便益分析マニュアル」改訂（平成30年）による、
時間価値原単位の見直し

費用対効果
Ｂ／Ｃ

１．６ １．１ ・費用の増及び交通量の減に伴う便益額の減
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費用増加額 便益減少額 社会的損失額

２６２．７億円 ３４．１億円 ２９６．８億円

（２）事業期間の状況変化による社会的損失額

４．費用対効果分析の要因の変化

※基準年はＲ１で統一

「事業遅延による社会的損失額」＝「費用増加額」＋「便益減少額」

「費用増加額」 ： 事業着手から実際の供用年次までの期間における「実績事業費の
現在価値合計」と「計画事業費、維持管理費の現在価値合計」の差額

「便益減少額」 ： 遅延した期間に発生が想定される「便益の現在価値合計」



５．今後の事業評価の必要性等

16

○今後の事後評価及び改善措置の必要性

○同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

地域住民との設計協議を重ねた結果、忠類ＩＣの設置及びルートの部分的な変更により事業費
及び事業期間が増加しているものの、道路利用者の利便性向上を図ることができた。

今後も、事業の実施においては、関係機関とも綿密に連携し進めていくことが重要である。
また、事業評価手法の見直しの必要性はないものと考える。

中札内大樹道路の整備により、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化、
重要港湾十勝港等への物流の効率化及び地域の活性化など当初の目的が達成されていることか
ら、今後の事後評価及び改善措置の必要性はないものと考える。

なお、今後も利用状況の把握に努めるとともに、利用しやすい道路環境を確保するため、適切
な維持管理に取り組んでいく。


